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【はじめに】 
高齢者の人口比率が年々高まり介護を必要とする人が増加している中、介護の場においても薬剤

師が積極的に職能を発揮していく必要がある。 
 
【目的】  
 当社では連携する介護施設において、薬剤師が医師および看護師の往診に同行することで入居者

に対する薬剤管理指導の質を高めている。しかし、薬剤師の往診同行に対して、医師と看護師が期

待している役割についての詳細は明らかにされていない。そこで、介護施設における薬剤師の往診

同行について医師、看護師および薬剤師に対してアンケート調査を行い、薬剤師による往診同行の

必要性について検討した。 
 
【方法】 
 介護施設において、往診に関わる医師、看護師および薬剤師にアンケート調査を行った。医師と

看護師に対しては各種情報提供等で薬剤師に期待している役割について、また、薬剤師には往診お

よび処方設計時における意見提案の可否や有益な情報提供等の事例について調査した。 
 
【結果】 
アンケート調査の結果、薬剤師の往診同行で最も期待されている役割は、医師において「持参薬

や他科受診薬の有無およびその相互作用と重複投与の確認」であり、看護師において「特殊な用法

の薬や重篤な副作用のある薬に関しての情報提供」であった。薬剤師による有益な情報提供として

は、持参薬および残薬の調整やコンプライアンス改善のための用法および剤形変更に関する内容が

多く見られた。また、検査値や体調変化などから医師に処方提案を求められる事例もあった。 
 
【考察】 
アンケート調査より、薬剤師による往診同行に対して医師および看護師が最も期待している役割

において違いが認められたことから、各々の求めに応じた情報提供を行う必要がある。一方で、往

診同行においては薬剤師に高度な判断を求められる場合もあることから、薬剤師は状況に応じた薬

学的な提案を適切に示せることが重要である。今回の調査より、医師や看護師は併用薬、相互作用、

重複投与および副作用などの情報提供を薬剤師に期待していることから、これらの職務を確実に果

たしていくことできれば介護施設において薬剤師が往診同行する必要性は今後さらに高まるもの

と考えられる。 
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